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登録リスト（該当：226件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: マンホール：山ノ内町]	マンホール：山ノ内町	2006/05/04の記録。
山ノ内町の湯田中駅前温泉かえでの前辺りで撮りました。
マンホール蓋に描かれているのは町の花リンゴの実、町の鳥ウグイス、町の木ツガ、町章とのこと。志賀高原の山麓に広がる山ノ内町は温泉資源にも恵まれ、さらには志賀高原が長野オリンピックのアルペン競技の会場にもなりました。旧駅舎に掲げられたオリンピックのポスターもメモリアルなものです。


参考資料：下高井郡山ノ内町のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/nagano/yamanoutimati/yamanoutimati.html	2024-02-24
	2	[image: 上田市のハンドホール]	上田市のハンドホール	前回は上田市のマンホールでもツツジと六文銭が描かれたものを見つけました。
今回見つけたのは…上田市章のマークが入ったハンドホールです！

現在の上田市章は、全国からの応募によって決められたものです。現在の「上田市」は統合によって1つの市となっています。そのため、統合時に市章を募集したようです。
その結果、写真(少し見にくいのはすみません…)のようなマークになりました。
上田市章は四葉のクローバーと桜、六文銭が組み合わさったマークになっています。
デザインコンセプトは「背景の四つ葉のクローバーは、旧4市町村の調和した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気あふれる未来への発展を表現しています」とのこ	2024-02-16
	3	[image: 上田市のマンホール]	上田市のマンホール	上田市の街中にある、マンホールです。
上田市のマンホールを最初に見た時、真田の家系を象徴する六文銭は分かりましたが、その周りにある花のようなものは何だろうと思いました。
調べてみたところ、周りにある花は、ツツジだそうです。
なぜ、ツツジかというと、ツツジは当時の市花だったからだそうです。現在は桜が上田市の市花になっています。
私は写真にあるようなマンホールしか見つけられていませんが、上田市ホームページを見てみると、少しずつデザインの違いがあるものが存在しているようです。
道のいたるところにあるマンホールですが、見つけようとすると案外、見つからないものでした。
上田市の中でも、様々な街の象徴を表したマンホールが存在している為、これからは上田市すべてのマンホールの写真を撮りたいです	2024-02-13
	4	[image: 別所温泉でのイベントと交通]	別所温泉でのイベントと交通	　別所温泉で、「上田氷灯ろう夢まつり」が開催された。開催期間中、特定の時間にticketQRで別所線に乗車して別所温泉駅まで乗車すると運賃が無料になる施策が行われた。しかし、当日は善光寺でも氷灯ろう祭りが行われていたこともあり、別所温泉では観光客の姿は見られたものの善光寺ほどではなかった。鉄道の運賃が無料になっても、不随するイベントの効果が薄いと効果も弱まってしまうことがわかった。これは公共交通だけの問題だけでなく、祭りの運営の匙加減になってくる。他のうえだわっしょい祭りや花火大会では、満員電車になっていたので、ポテンシャルはあると思う。
　前述の通り、別所温泉では駅から温泉街(ここでは祭りの会場)まで延々上り坂で、シェアサイクルが電動アシスト自転車であることを加味しても漕ぐのは大変な坂	2024-02-13
	5	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	6	[image: 信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～]	信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～	2023年で36回目の歴史のある花火大会である信州上田花火大会。

数千発もの花火が打ち上げられ、千曲川河川敷には多くの市民が集まる。とても綺麗だった。地元の企業が数多く協賛しているらしく、上田地域全体を巻き込み、長年地域の人々に愛されてきたものだということがよく伝わってきた。

会場は上田城からも近く、周辺の観光資源を盛り上げることにも繋がっているのではないだろうか。	2024-02-12
	7	[image: マンホール：旧中条村(長野市)]	マンホール：旧中条村(長野市)	2008/03/16の記録。
長野県上水内郡中条村のマンホールです。中条村は隣の信州新町と共に2010年、長野市に編入されました。

マンホール蓋には中央に村の木ケヤキ、周りに村の花ウメがあしらわれています。

参考資料：長野市のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/nagano/naganosi/naganosi.html	2024-02-11
	8	[image: マンホール：小谷村]	マンホール：小谷村	2008/03/16の記録。
長野県小谷(おたり)村のマンホールです。この日、小谷小学校を会場に開催された「子ども農山村シンポジウム」に参加するため小谷村を訪れました。

「汚水」や「おすい」でなく「下水道」と表記されている汚水マンホールはめずらしい。村の花おおやまざくらがあしらわれています。小谷村は北アルプスの裾野に広がる自然豊かな地域です。

参考資料：小谷村のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/nagano/otarimura/otarimura.html	2024-02-11
	9	[image: マンホール：前橋市]	マンホール：前橋市	2008/03/15の記録。
前橋市のマンホールです。前橋駅前で撮影しました。前橋市は群馬県の県庁所在地ながら、高崎駅が新幹線の駅となっており、高崎からは上毛線で前橋駅に移動します。ご覧のとおり前橋駅前は県庁所在地とは思えないぐらいにこじんまりとしています。

マンホールの絵柄には、市の花バラをあしらっています。

参考資料：前橋市のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/gunnma/maebasi/maebasi.html	2024-02-11
	10	[image: 梅花幼稚園2008/06/22]	梅花幼稚園2008/06/22	2008/06/22の記録。
梅花幼稚園は上田市内にあるキリスト教主義の幼稚園です。1900年に開設されました。現在の園舎は1903年に建てられた歴史的建築です。現存する全国の幼稚園の園舎の中では大阪市立愛珠幼稚園の園舎(1901年竣工)に次いで日本で２番目に古い園舎です。幼稚園の隣には蚕糸業の発展に貢献した三吉米熊(1860-1927)邸があり、クリスチャンでもあった三吉米熊は梅花幼稚園との関わりもあったようです。蚕糸業で古くから栄えた上田の歴史を物語る歴史的スポットです。


参考資料：
学校法人梅花学園梅花幼稚園http://www.baikayouchien.com/
Wikipedia:大阪市立愛珠幼稚園 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%B8%82%E7%AB%8B%E6%84%9B%E7%8F%A0%E5%B9%BC%E7%A8%9A%E5%9C%92	2024-02-10
	11	[image: 【第一回】上田市とルートイン]	【第一回】上田市とルートイン	　大手ビジネスホテルチェーンとして、全国に展開するルートイン。ルートインが上田発祥だということをご存じだろうか。今回は、上田市にあるルートインの関係施設を回り、全九回にわたって紹介するうちの第一回。

　上田市とルートインが市民に広く知られるのは、信州上田大花火大会での協賛ではないか。写真は第３６回の協賛であるが、上田市内の企業で一番大きくルートイングループの名前があり、つまり一番お金を出していると思われる。（ミクニは東御市の企業であるため、今回は除外）上田市の花火大会にとって、ルートイングループはとても重要な存在だ。	2024-02-09
	12	[image: マンホール：戸狩(飯山市)]	マンホール：戸狩(飯山市)	2008/05/17の記録。

飯山市の戸狩で見かけたマンホール。絵柄は愛嬌のあるマスコットに見えます。戸狩温泉スキー場のマスコット、ミミズクの「とが坊」とのこと。市の花ユキツバキがあしらわれています。戸狩は何より自然景観が素晴らしい。

参考：飯山市のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/nagano/iiyama/iiyama.html	2024-02-07
	13	[image: 第4回花火を楽しむ会]	第4回花火を楽しむ会	今年４回目になる花火を楽しむ会に行きました。
MIZUMATCHの皆さんが上田市内外から見に来る人の車を整備していました。
整備している人が大学生だと知ると、大学生がかかわっていることに関心を持つ人が多く大学生がイベントなどで参加者ではなく運営側にいるということにはほかに人を感心させる魅力があるのだと気付いた。
また、授業の一環などではなく有志で活動していることが印象的だったらしい。
学生が活動する姿に関心を持つ機会が増えるとうれしいな。
写真はその中の花火の一部であり、拡大せずに大きく見えることからも近く、大きい花火が見れたことがわかるだろう。	2024-01-26
	14	[image: 前山寺]	前山寺	　今回は、合戦から離れて前山寺。室町時代に建立されたとされる由緒あるお寺。宗派は新義真言宗で、大日如来を本尊としている。
　花の寺とも呼ばれていて、広い庭にはたくさんの木が植えられていた。自分が行ったのは冬だったから、花どころか葉っぱさえなかったが、春に行けばとてもきれいだろう。クルミのおはぎを食べることもできるようだが、これもまた時期が合わず、食べられなかった。
　次に行くのは、おはぎが食べられて、花も咲いているであろう春。皆さんもぜひ行ってみてほしい。アクセスは、徒歩だとだいぶきついと思うので、バスか車がある人は車が良いだろう。
　	2024-01-25
	15	[image: 信州上田大花火大会]	信州上田大花火大会	スターマインなどの約8千発の華やかな花火が空に打ちあがる。上田市夏の風物詩となっており、多くの人でにぎわいを見せる。土手から見る花火もきれいだが、別所線に乗って見る打ち上げ花火もとてもきれいである。	2024-01-25
	16	[image: マンホール：松本市]	マンホール：松本市	2009/02/01の記録。
松本市のマンホールの絵柄は松本てまりです。円形のマンホール蓋に円形の松本てまりが大小いくつも重ねて描かれた楽しいデザインになっています。円の中に円を入れ子にしたデザインセンスのよさ。他の市町村のように花や木などをあしらわないシンプルさもセンスがよい。全国に誇るマンホールデザインの傑作ではないかと思います。	2024-01-16
	17	[image: マンホール：御代田町]	マンホール：御代田町	2009/02/06の記録。御代田町のマンホールは中央に町の花「ヤマユリ」を描き、周囲にもヤマユリを配しています。「公下」は公共下水道の略。とてもシンプルなマンホールのデザイン。	2024-01-16
	18	[image: マンホール：小諸市]	マンホール：小諸市	2009/02/06の記録。小諸市のマンホールは小諸城址・懐古園の三の門、背景に浅間山が描かれ、周囲に市の花「コモロスミレ」、市の木「ウメ」が配されています。

もう一つのマンホールには中央に市の花「コモロスミレ」、全体に市の木「ウメ」が配されています。	2024-01-16
	19	[image: 千本桜祭り]	千本桜祭り	上田城跡公園で行われる千本桜祭りに行った。
天正11年、真田昌幸により築城された上田城。春には1000本の桜が咲き誇る桜の名所だ。
桜が満開に咲き誇り、春と上田城を同時に楽しめる場所だ。桜の多さに圧巻される。屋台も多く並び、とても賑わっていた。四季のある日本を楽しめるイベントだ。	2024-01-09
	20	[image: りんどう]	りんどう	長野県花りんどうです。濃い青紫色の花びらがこの上なく美しい。

この個体は2013年9月、松本で開催されたサイトウキネンフェスティバルの最終日を飾るGigで来場者に配られたもの。

長野大学の大学祭は長野県のシンボル・りんどうにちなんで「りんどう祭」とネーミングされています。	2023-12-23
	21	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	上田市は歴史に関するものが多く残っており、上田城では
花見や祭りが年に何度か開催されます	2023-12-14
	22	[image: 【上田市の銭湯】②宮桜の湯]	【上田市の銭湯】②宮桜の湯	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。今回は、日の出町（常田3丁目）の「宮桜の湯（みやざくらのゆ）」さんをご紹介します。

宮桜の湯さんは、イオンスタイル上田や信州大学繊維学部の近くにあります。イオンの前の「信大繊維学部入口」交差点から信大正門の方へ進み、道なりに行けば右手に看板が見えてきます。玄関の「わ」の看板と薪のいい香りは営業中の証。ちなみに夏と冬で暖簾が違うんです。水色地に花火の絵柄が牛乳石鹸制作の2005年夏バージョンの暖簾、紺地に図形が描	2023-11-30
	23	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	24	[image: 上田市の花火大会]	上田市の花火大会	８月５日にあった花火大会です。人は少し多いですが、少し離れたところからでも綺麗に見えるので来年はぜひ行ってみてください。また、イカ焼きなどの屋台もあり、楽しく花火を見られると思います。しかし、人が混んでいるので早めに来るとよいと思います。	2023-11-29
	25	[image: 加古池]	加古池	上田市保野にあるため池。時期になると蓮の花が咲くらしい。しかし、この池の蓮がいつ頃、どうして育ったかは分かっていないそうだ。池の中には、植物の枯れた茎のようなものが沢山生えており、恐らくそれが蓮なのだろうと感じた。池の周りはウォーキングコースになっていた。蓮の花が咲く頃にその道を歩くと心地いいだろうなと思った。	2023-11-28
	26	[image: 花火を楽しむ会]	花火を楽しむ会	10月10日に上田道と川の駅で開催された「第4回花火を楽しむ会」に行った時の写真です。	2023-10-23
	27	[image: 上田の花火]	上田の花火	上田の花火大会の写真です。
多くの人が訪れていました。	2023-10-22
	28	[image: 信州国分寺史跡公園の藤の花]	信州国分寺史跡公園の藤の花	毎年5月中旬に見頃を迎える藤の花。
明治13年に黒沢鷹次郎が南佐久郡の農家からカバンに入れて苗を運んだためカバンの藤と呼ばれています。
およそ500平方メートルの藤棚が設けられ、藤の花の名所として地元住民に親しまれています。
毎年見に行きますが、藤の花の壮大さに圧巻します。とてもおすすめの場所です。	2023-10-22
	29	[image: 2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森]	2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森	2005/08/10の記録画像です。私が上田に移り住んだ最初の年が2005年。上田花火大会を見るのもこの時が初めてでした。花火大会が始まる前、川沿いの堤防に多くの市民がシートを敷いて花火が始まるのを待っています。暗い中撮影したのでカメラもややブレています。それはともかく、河川敷に豊かな森が広がっている状況にご注目ください。

2019/10/12、上田をはじめとし長野県の各地は台風19号により甚大な水害に見舞われました。最も衝撃的で象徴的だった被害が別所線鉄橋の崩落です。河川敷に森となっていたこれらの樹木は根こそぎ流され、跡形もなくなっていました。つ洪水の凄まじさを物語る災害でした。これらの画像、災害前の河川敷の状況の記録です。	2023-10-14
	30	[image: 紅太郎-国文祭やまがた2003マスコット]	紅太郎-国文祭やまがた2003マスコット	2003年、山形県で開催された国民文化祭やまがた2003のマスコットキャラクター「紅太郎」。かつて山形県の特産品であった紅花にちなんでデザインされました。黄色い頭の毛が紅花の花をあしらっています。かわいく、出来もよいマスコットキャラクターながらその後、何にも使われることがなかったことが惜しまれます。

３Ｄでも再現してみました。
紅太郎-国文祭やまがた2003マスコット

催しが終わると人々の記憶から遠ざかっていきます。しかもあれから２０年。当時生まれていなかった世代、記憶になかった世代にも知ってもらえるのはうれしいです。	2023-09-16
	31	[image: 山形視察、デジタルミュージアムに向けて]	山形視察、デジタルミュージアムに向けて	山形では恒例の花笠祭りの前日8/4、山形を訪問して来ました。
県立図書館、県立博物館、そしてDX推進本部のみらい企画創造部を訪問し、デジタルミュージアムに関わる課題・ニーズを調査しつつ、デジタルミュージアムの方向性を提案するのが大きなねらいです。前川ゼミの「メディア環境プロジェクト」の一環として学生のT君と一緒に訪問しました。

DXをにらめば単館や個別の市町村でアーカイブをどうのこうのと言ってがんばればいいというものではありません。オープンでフラットで平易なプラットフォームがあってDXの地平が開かれます。DXに対応できる人材育成も重要な課題となります。DX社会の夜明けは近いがまだまだと実感して来ました。	2023-08-24
	32	[image: 上田市花火大会2022]	上田市花火大会2022	2022年8月に上田で約3年ぶりとなる花火大会が実施された。全国的にも人気の高い地元の花火業者3社が打ち上げを行い、大迫力の花火大会となった。新型コロナウイルスの影響により、祭りなどの町おこしが規制されていたが、3年ぶりと言うことで上田市民だけでなく他の街からの参加者も大勢出向き、盛り上がった。	2023-05-22
	33	[image: バラ公園]	バラ公園	お昼頃バラ公園に行ってきました。花は満開の季節ではありませんでしたが緑が綺麗でした。中でも周りが蕾なのに1輪だけ咲いている花がとても魅力的に映りました。	2023-05-11
	34	[image: 渡良瀬川]	渡良瀬川	渡良瀬川は、群馬県と栃木県の境にある皇海山（すかいさん）という山から始まります。
渡良瀬川の川の長さは107.6kmで、前橋から東京までの直線距離とほぼ同じ長さになります。渡良瀬川が流れる市町村は、13市町もあります。
北関東最大級の花火大会のメイン会場としても利用されています。
かつて、日本の公害問題の先駆けとなる「足尾鉱毒問題」が発生したことでも有名です。精錬所からでる有害な煙は、周囲の山々から緑を奪い自然環境を破壊し、むき出しとなった山肌は、洪水の度に大量の土砂を流出させ、下流の沿川に多くの被害をもたらし続けました。
地元選出の代議士・田中正造は農民とともに立ち上がり、問題を国会で取り上げました。	2023-05-11
	35	[image: 生塚神社（ウブツカジンジャ）]	生塚神社（ウブツカジンジャ）	こちらの神社は上田バイパスの北側に存在する。
生塚神社に含まれているのか不明だが、生塚神社の両隣に異なる神社が建てられていた。東から順に、赤岩神社、金比羅社、皇大神社、天神社、そして生塚神社を挟んで西側に左口社という配置である。
既にこのデジタルマップ内で他の方が記しているが、生塚神社では花いっぱいの会という団体の方が「花桃イベント」という物を開催している。興味のある方はそちらのイベントの方も確認されてはいかがだろうか。	2023-05-10
	36	[image: 武石余里一里花桃の里]	武石余里一里花桃の里	2023/04/21

午前中、空いていたため武石村、花桃の里へ。
駐車場には、県外ナンバーがずらりと並んでいた。自分と同じくらいの歳の人はほとんどおらず、年齢層が高い。

花桃を見て回るコースがあり、ゆっくりと回った。
気温の影響で例年よりも2週間ほど早く見頃になったらしい。	2023-05-06
	37	[image: 開花時期が早まった花たち]	開花時期が早まった花たち	牡丹の花・藤の花・ツツジは佐渡だと大体あと1ヶ月後くらいの開花だが、今年は開花が早まり、今の時期に綺麗な花を咲かせていた。	2023-05-05
	38	[image: 上田映劇(旧花やしき通り)]	上田映劇(旧花やしき通り)	いまではあまり見かけないストリップ劇場やレトロな建物が立ち並んだ通りの中に一際新しい「上田映劇」という看板に違和感を感じ写真を撮りました。以前は花やしき通りという当時撮影された映画の小道具として使用した看板だったそうです。
新しい物に違和感を感じてしまうような、昔ながらの雰囲気あふれる場所でした。	2023-05-05
	39	[image: 苺菓子　りつか]	苺菓子　りつか	2022年の3月、金沢旅行へ行った際に立ち寄りました。
徒歩で最寄駅から倶利伽羅不動寺（往復６km！）まで山登りした後だったのでくたくたで、まるでオアシスのような甘味でした。
いちごのショートケーキをいただいたのですが、スポンジ生地が薄めでムースやラズベリーのジュレが挟まっていたりなど食べ応え抜群でした。また、粉砂糖を散らしたり、バラの花びらをかけたりなど仕上げを席で店員さんがやってくれました。
内装も和風なのですが、赤色の背景など特徴的で面白かったです。	2023-02-18
	40	[image: 根津美術館]	根津美術館	表参道にある美術館で、東洋美術（特に青銅器や仏像）や日本美術の作品を多く所蔵しております。また、建物がとてもスタイリッシュで解放感のあるエントランスには驚きました。
初めて行った時は5月の中頃で尾形光琳の《燕子花図屏風》を鑑賞したのち、隣接している庭を散歩しました。庭の植物もとても青々としていて素敵だったのですが所々に石碑などがありこれも展示物みたいだなと思いました。
11月末に行った時には紅葉がとても綺麗でした。
作品だけでなく、庭も楽しみながら非日常感に満たされる美術館だと思います。	2023-02-18
	41	[image: 花岡みよし]	花岡みよし	花岡は、明治２５年鍛冶町に生まれた。太平洋戦争の終戦を期に、女性の積年の願いであった婦人参政権が認められ、昭和２１年の総選挙は女性の初参加で行われ、国会の女性議員は３９名という驚異的な結果となった。女性の政治への進出は地方にも波及し、「女性議員を出そう」の機運は上田でも高まっていった。市議会議員候補者に何人か上がったが、最後はともに婦人団体活動でリーダーを長く経験した花岡と金子ふじが候補者として選ばれた。

女性の権利が認められていないことが多い時代に女性が活躍していけるように努力を続けた人だった。

参考…上田人物伝　https://museum.umic.jp/jinbutu/data/023.html	2023-02-08
	42	[image: 太田水穂]	太田水穂	太田水穂

歌人。
広丘村（現塩尻市広丘原新田）生まれ。
本名貞一。

長野師範に進学、島崎藤村に傾倒する。島木赤彦（久保田俊彦）とは同級生であった。

卒業後、革新和歌団体「この花会」を和田の地に結成し、松本平を支配する保守的桂園歌人に対抗して信州文壇に大きな刺激を投じた。この時、窪田空穂と親交をもつ。
明治41年上京、大正四年歌誌「潮音(ちょうおん)」を創刊し、歌人、研究者の道を歩む。象徴的観想の作風。「短歌のふるさと塩尻」の中心人物の一人。

引用：長野県塩尻市公式ホームページ(https://www.city.shiojiri.lg.jp/soshiki/64/3840.html)	2023-02-07
	43	[image: 島木赤彦]	島木赤彦	島木赤彦
歌人。
上諏訪町（現諏訪市）生まれ。
本名久保田俊彦。

長野師範卒業後、明治42年に広丘尋常高等小学校長として赴任。在職中に広丘歌会（広丘アララギ短歌会）を開き、中原静子らを育成する。

早くから伊藤左千夫に傾倒し、「馬酔木」（あしび）に参加し、左千夫の死後上京して「アララギ」の編集を担当し、斎藤茂吉・中村憲吉らと写実主義「アララギ」を歌壇の中核に高めた。

歌集に「馬鈴薯（ばれいしょ）の花」等があり、寂寥感（せきりょうかん）の漂う写実的な作風。下諏訪町に赤彦記念館がある。

引用：長野県塩尻市公式ホームページ(https://www.city.shiojiri.lg.jp/soshiki/64/3836.html)	2023-02-07
	44	[image: 和綿の花]	和綿の花	和綿は799年に渡来後、日本の風土に定着し栽培されてきました。	2023-02-07
	45	[image: 元旦の広告欄]	元旦の広告欄	ページ全体の2/5が別所温泉 花屋ホテルの広告となっている。

#16 『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)2頁	2023-02-05
	46	[image: 間もなく開花]	間もなく開花	桜のつぼみです。	2023-02-05
	47	[image: 野沢菜]	野沢菜	地元の親戚から野沢菜をお土産に買ってきて欲しいと言われるくらい、長野では有名な郷土料理。野沢菜漬けの原料「野沢菜」は、アブラナ科の植物で、菜の花の仲間。野沢菜は漬物が有名だが、栽培の際に間引かれたものは地元ではお浸しなどにして食べられている。また、上田市で有名な「おやき」の具材としてもよく使われている。

引用元https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=4078
https://mail.google.com/mail/u/1/?tab=wm&ogbl#inbox	2023-02-01
	48	[image: 桔梗ヶ原〔信州の浮世絵〕]	桔梗ヶ原〔信州の浮世絵〕	江戸時代の浮世絵師、二代歌川広重による錦絵の揃物「諸国名所百景」の一つ。
初代広重の門人で、師の亡き後その画風を継承した二代広重が、安政6年（1859）から文久元年（1861）にかけて制作した。版元は、初代広重晩年の作「名所江戸百景」を出版した魚屋栄吉。「桔梗の原」は天文年間（1532～55）に武田信玄と小笠原長時が相対した合戦場で、左にある「勘助子そだての松」は、合戦の最中に山本勘助が乳児を救い、その根元に置いて戦の後に戻ったところ、松の葉から落ちる雫を母親の乳房から出る乳のように口に含んでいたという伝説がある。その後、中山道の一里塚が築かれた。江戸日本橋の基点から59番目、江戸へ55里、京へ85里の道標で、塩尻市宗賀平出には、道を挟んだもう一方の塚が松の木とともに残されており、現存する数少ない一対	2023-02-01
	49	[image: 恩田緑蔭(おくだりょくいん)]	恩田緑蔭(おくだりょくいん)	文政２年松代生まれ。本名はゆり。桜雲亭緑蔭、桂月由里などとも称した。松代藩絵師の山田島寅や青木雪卿に師事、葛飾北斎や与謝蕪村にも私淑して作品を模写している。花鳥図や松代の風景、藩にゆかりのある人々の肖像を描いた。平成１７年、長野市の水野美術館で「恩田緑蔭展～知られざる信州の元祖女流画家～」が開催された。明治７年、５５歳で死去した。

※図は「写生集壱」

https://yuagariart.com/uag/nagano09/	2023-02-01
	50	[image: 上田映劇の歴史]	上田映劇の歴史	1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。長い歴史の中でDVDプレーヤーの普及などから客足が遠のき一度定期上演を終了するも、 2014年5月　上田映劇をメイン舞台とした「晴天の霹靂」が上映される。そして 2016年12月「映画の街上田」のシンボルとして再起動させていくために「上田映劇再起動プロジェクト」が開始され、 2017年4月　「上田映劇再起動準備会」として定期上演を再開した今もなお地元のひとの愛のおかげでシンボルとして立っているのだと感じた。	2023-02-01
	51	[image: 飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))]	飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))	飯島保作は、文久３年（１８６３）に飯島家の長男として横町に生まれました。明治６年（１８７３）上田街学校に入学し、明治１０年（１８７７）に上等小学校全科を卒業しました。上田街学校の教員補助の職は、天皇の御巡幸が終わった後退職し、家業（質屋）に従事しました。
　自らが作成した年賦には「家業のかたわら独学」とあります。向学心旺盛な青年で、この向学心が実業家飯島保作を生み、このころから雑誌に狂歌、川柳等々の投稿を始め、後の上田地方の庶民文学のリーダーとしての文学上の資質を開花させたのです。
　保作は、上田商工会議所会頭、第十九銀行の頭取を歴任して生涯を閉じた上田を代表する傑出けっしゅつした実業家でした。明治１５年（１８８２）１０月、上田郵便局に採用され、最初の職業の第一歩を踏み出し、	2023-02-01
	52	[image: 笹沢檪亭 (ささざわれきてい)]	笹沢檪亭 (ささざわれきてい)	檪亭は、安政２年（１８５５）、小県郡坂井村（現上田市塩川）に生まれ、本名を清十といい、幼い頃より画才に富み、花鳥画を描いては村人を感嘆させたといいます。早くに父を亡くし苦労して育ちますが、母の理解もあって、明治６年（１８７３）、１８歳の折に島田桃渓とうけいに師事して絵の指導を受けたのを手始めに、明治１８年（１８８５）、２９歳の時には、水戸の木下華圃かほに師事。この頃から専業画家としての道を歩むことを真剣に考え始めたものと思われます。
　明治１９年（１８６６）、３１歳の折には終生の師となる児玉果亭に入門を許され、果亭より檪亭の雅号を受けました。この檪亭が入門した明治１９年は、第２回内国絵画共進会に出品した果亭の即品が天覧に供され、出品２点のうち１点が宮内省買上げ、１点が銀杯(こ	2023-02-01
	53	[image: 兎束武雄]	兎束武雄	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。母親の影響で琴を習っていたそうです。音楽に興味を示していた幼少期ですが、父親からは反対されていたそうです。
上田中学校(現上田高校)を卒業し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。武雄は、音楽の楽しさや喜びを多くの人々と分かち合いたいと考え、地域の音楽活動に力を注ぎました。昭和８年、２８歳のとき、梅花幼稚園の同窓生に声をかけ、「からたち合唱団」を創りました。当時、県下で混声合唱団と呼ばれるものはなく、上田	2023-01-31
	54	[image: 壱叶・三かわ連署願文]	壱叶・三かわ連署願文	この文書は戦国時代の武将室賀信俊の妻壱叶と、信俊の弟経秀〔の妻三かわが、武田信玄に従って出陣した夫〔の無事を、下之郷大明神(生島足島神社)にお祈りして差し上げた、お願いの文書で、願文といいます。戦国時代の女性の願文や女性の花押〔かおう〕(書〔か〕き判〔はん〕)を記した文書は、例が少なく大変珍らしいものであるそうです。

この時代の女性の苦悩がうかがい知れます。
https://museum.umic.jp/bunkazai/document2/089-5.html	2023-01-30
	55	[image: 真田氏最古の文書は信玄からの書状]	真田氏最古の文書は信玄からの書状	「其の方年来の忠信、祝着に候。然らば本意の上に於て、諏方（訪）方（形）参百貫并ならびに横田遺跡上条、都合千貫の所これを進じ候。恐々謹言。
天文十九庚戌
　七月二日　晴信（花押）
　　真田弾正忠（幸隆）殿」

この文書が効力を持つことになったため、上田の地にかなりの土地を得ることができたわけでありに幸隆の子昌幸が上田城を築くもととなったともみられる文書であり、その意味でも貴重なものであるとされています。

武田信玄は真田一族と深い関わりをもっていることがわかります。
https://museum.umic.jp/sanada/siryo/sandai/020202.html	2023-01-30
	56	[image: 安楽寺]	安楽寺	信州最古の禅寺で、座禅体験ができる。境内にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかない貴重な建築で、長野県では一番早く国宝に指定された。全体的に奇麗に整備されており、緑の木が多いためサルスベリの花のピンク色がとても映えていた。蓮池には、白い蓮の花が咲いていて奇麗だった。また、背が高く一枚一枚の葉が大きかった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	57	[image: 兎束武雄(うづかたけお)]	兎束武雄(うづかたけお)	上田町大手の銀行家兎束鐘一郎の長男として生まれた武雄は、幼い頃から音楽に特別な興味を示す子どもでした。しかし、父親は音楽は男のするものではないと考え、武雄の音楽に対する熱意を快く思っては居ませんでした。母親は、音楽を好み自ら琴を弾いたり、４人の姉妹たちにも琴を習わせていました。
　上田中学校（現上田高校）を卒業した武雄が、音楽の道に進みたいと父親に相談しましたが猛反対を受けましたが、母親の協力と武雄の熱意に最後には承諾しました。
　武雄は上京し、東洋音楽学校に入り勉強に励みましたが、東洋音楽大学だけの勉強では満足できず、他の大学でも聴講し、作曲やピアノ、チェロなどを勉強しました。大学を卒業した武雄は、高等学校の教師になることを決意して上田に帰ってきました。
　上田に戻った武雄	2023-01-25
	58	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	59	[image: 海野町レトロ写真館　活動報告]	海野町レトロ写真館　活動報告	1．研究目的
上田市にある海野町商店街には、人情味溢れる店主が集まり、どちらの店主にお話を伺っても優しい対応である。また、祇園祭や七夕祭りなどのイベントをきっかけに、大勢の人々で賑わっている。しかし、大型店舗の出店増加や急速な高齢化と人口流出による客数の減少などにより、新しい取り組みを行う機会が少なくなり、魅力や集客力が低下しつつある。同じ街でも商店街に住む人とマンションの住人とのコミュニケーションが取れていない現状である。そして、商店街の人々が好きだった界隈の空間を忘れ、変わってしまった街の風景に慣れてしまっている。
そこで、海野町商店街の昔の風景の様子を今の景色と合わせてみることができる思い出の写真を地域に共有することで、人情味溢れる町の個性が表現され、地元の人々が魅力の	2023-01-23
	60	[image: 1月12日の成果]	1月12日の成果	1月12日は別所地域へフィールドワークへ行きました。事前に調べた「風乃坂道」というカフェに行きました。
お店の外装は木材で、花が植えられていて周りの雰囲気と調和していました。
店内は落ち着いていて、飲み物やケーキをいただきました。このカフェを訪れた人が感想を残すことが出来るノートがあり、小さな交流ができたような気がしました。
私は今回、ほうじ茶ラテ、りんごのクリームケーキ、紅茶のシフォンケーキをいただきました。ケーキは綺麗な飾り付けで、とても美味しかったです。

今回行った「風乃坂道」をSNSに投稿して、上田の別所には温泉以外にも魅力があると伝えたいです。	2023-01-19
	61	[image: 洪水量水計測]	洪水量水計測	明治２７年になると洪水が起きた際、どれくらいの水が上昇してくるのかを実際の上り幅を計測してまで具合的に計測しました。その記録個所の目印がこの写真のものです。

千曲川筋下高井郡立ｹ花村洪水量水表建設箇所実測図（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03PLNS00069000	2023-01-18
	62	[image: お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）]	お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）	「お嬢様なら○○であるでしょうね」と書かれた10個の問題があり、自分はどのくらいお嬢様であるか知ることができる記事だ。

男の友達を持っている、化粧が上手、花嫁修業のお稽古に忙しい等がお嬢様の条件とあり、偏見のことばかりが書かれているように思えるが、自分に当てはめて考えてみると面白いと思うので、是非ご覧いただきたい。

▼この記事は以下から参照できます。
#1068『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁	2022-12-23
	63	[image: 上田の魅力・特徴を幅広い世代に知ってもらう]	上田の魅力・特徴を幅広い世代に知ってもらう	課題の提起　他県の人や地元の人でも知らない歴史的景観やスポット、街並みなどがありその魅力や特徴を発信できていない
なぜそうなのか　自分も含め地元の人でも知らないところが多いので、他県の人はより上田に
ついては知らないというのが現状である
何を探求するか　上田市の魅力特徴を見つけたうえでその情報の発信方法
探求の目標　効率よく多くの人に上田の魅力・特徴を知ってもらう方法
どのように探究するか　現状ではどのようにして上田の魅力・特徴を発信しているのかを調べ
る
週間計画　ネットで調べる

商業の活性化
中心商店街ではカフェやタピオカなどが出店したこと、ワインフェスタ、フードサミットなど飲食のイベントや七夕、年末セールなどの季節限定のイベントにより商店街に賑やかさがでた。真田丸で一時期	2022-12-15
	64	[image: 上田映劇]	上田映劇	明治時代、末広座という芝居小屋があり、そこに1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。上田市で100年の歴史を誇る老舗劇場です。	2022-12-05
	65	[image: 上田の蚕業について②]	上田の蚕業について②	上田の蚕業について記した記録には、工女の労働待遇について以下のような記述があります。

糸引きは手の器用さが求められることから繰糸の仕事は主に女性が行い、製糸工場で働く人の9割以上は女性で、男性は1割にも満たなかったそうです。製糸工場が盛んになるにつれ労働力を確保するため各工場が工女募集に力を入れるようになり、金銭面の事情から、前貸し金を用意できる大きい工場が有利でした。工女の８割ほどは16～26歳の義務教育終了から結婚前の人たちだったため、勤続年数によって、針箱・鏡台・ちりめん羽織などが出され、長期勤続者になると結婚するときの嫁入り道具が揃うほどでした。工場では休日を利用して、花見や温泉へ連れて行ったり、工場が落語・浪花節・義太夫などを聞かせる慰安会をすることもありました。楽しいひ	2022-11-28
	66	[image: 手織り　上田紬　小岩井紬工房]	手織り　上田紬　小岩井紬工房	上田紬は、400年ほど前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりと言われています。上田の気候や風土が養蚕に適していたことで、江戸時代には日本三大紬の一つとなりました。
上田紬の特徴は、丈夫なことです。この小岩井紬工房さんは創業以来手織り一筋で、上田紬独自の丈夫でしなやかな風合いを織りつむいでいます。
小岩井紬工房さんでは、工房見学、花瓶敷織体験、着尺や帯、小物の販売をしています。ぜひ行ってみてください！	2022-11-28
	67	[image: 小岩井紬工房さん]	小岩井紬工房さん	今回、小岩井紬工房さんで工房の見学と上田紬についてお話を伺いました。
小岩井紬工房さんは上田紬の伝統である縞・格子柄のほかに、上田市ならではの信州上田産のりんごの樹皮を用いて染めた林檎染や上田城跡公園の桜で染めた桜染など様々な種類の上田紬が販売されています。
また、着物や帯だけでなく現代のニーズに合わせて上田紬のネクタイやカードケース、ハンドバッグなども販売されています。

工房見学だけでなく、花瓶敷織り体験（所要時間40分・2500円）、『織りの休日倶楽部』など実際に制作を体験することもできます。詳しくは小岩井紬工房HPをチェック！	2022-11-13
	68	[image: 10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～]	10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～	全3回ある授業の1回目です。
10月27日に神川小の3年生の児童と一緒に、国分地区を探検し、お気に入りの場所やものを探すという学習支援を行いました。
今回は蚕影神社→信濃国分寺駅→国分寺→史跡公園の順番で地域を探検し、みんな思い思いにいろんな物にカメラを向けていました。
児童はクロームブックで写真を撮ることに非常に興味を持っていて、神社などの大きな建造物から駅に咲いている花や公園に落ちている葉っぱなどの小さなものまで写真をたくさん撮っている児童が多く見受けられました。
「こんなところに文字が書いてある！」「なんだこれ！？」と不思議に思ったり新しい発見ができた児童や「こんなの見つけたよ！」「きれいな写真が撮れたよ！」と私に見せてくれる児童もいました。
子供はこういうところに興味を持つんだ	2022-10-27
	69	[image: 別所から見下ろす上田の街並み]	別所から見下ろす上田の街並み	安楽寺を目指して歩いていると、上田の街並みが一望できる場所に辿り着きました。こうやって見てみると、上田駅付近は栄えていると感じました。毎年8月にある花火大会をここから見たら綺麗なんじゃないかと思います。	2022-11-03
	70	[image: 花いっぱいの散歩道]	花いっぱいの散歩道	上田バイパスぞいにあるコスモスの花です。地元の花いっぱいの会さんが少しずつ整備をされています。	2022-11-03
	71	[image: 上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～]	上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～	上田の特産品をインターネットで調べたところ、以下のような農産物・特産品があることがわかった。

・稲倉の棚田米
・特別栽培米・螢
・そばの花
・りんごの花→シナノスイート・シナノゴールド・秋映
・山口大根
・松茸
・上田産コシヒカリ
・ぶどう



今回は「稲倉の棚田」についてご紹介

[「稲倉の棚田」で触れる四季の美しさ、日本の原風景]
ダイナミックな眺望のコントラストが魅力・
1999年「日本の棚田百選」に認定。

[おいしいお米に最適な水・土・気候]
昔から岩清水地区と呼ばれ、生活水などの汚染がない清らかな湧き水が一番に流れてくる場所。
粘土質の土壌は水分を豊富に蓄え、おいしい米作りに最適。
日照時間の長さもポイントで収穫後の天日干しでおいしさをさらに引き出す。

[昔ながらの”はぜかけ”で育て	2022-11-01
	72	[image: 昭和の残り香を巡る～②上田遊郭跡編～]	昭和の残り香を巡る～②上田遊郭跡編～	「昭和の残り香を巡る」第二弾は上田遊郭跡です。
古地図には上田遊郭という土地が残されています。
今回はその跡地を巡ります。
上田郵便局を抜けた旧花園周辺。細い道の多い住宅街の中に急に車二台がすれ違えるような広い道が現れます。
そこが遊郭の目抜き通りです。
今は閑静な住宅街となっていますが、昭和五年発行の「全国遊郭案内」では日本有数の養蚕地であり、遊女が130人にも及ぶ発展を見せた遊郭であったと記されています。
名残といえば、当時からあった神社と電柱に残る新地という文字のみですが、急に広い道になるのは意味があるものだったみたいです。	2022-10-25
	73	[image: 別所温泉　温泉街のコスモス]	別所温泉　温泉街のコスモス	別所温泉街を散策中に見つけたコスモスです。上田市のコスモスはもう落花しているものが多いそうですが、ここでは見ることができました。	2022-10-23
	74	[image: インターンシップ]	インターンシップ	インターンシップで麻績村に行きました。
夜にみんなで花火をしたときの写真です。	2022-10-13
	75	[image: 菅平高原]	菅平高原	2022/10/01

高校時代の友人が菅平にいるというので会いに来た。
山岳科学センター菅平高原実験所へ。

会うのは1年ぶりだったが、
違和感なく話すことができた。友達は大学院進学のため勉強を頑張っているみたい。
すげー。と完全に他人事。

私は4人兄弟の３番目なのだが
兄２人と比べられたことがない。
そのおかげ（せい？)で他人と自分を比較して嬉しくなったり悲しくなったりする事が少ない、と思う。

実際、この友達にも
「大成の家族はみんな個性的で自信満々だからいいね」
といわれたことがある。

それにしても、菅平は空気が綺麗で非常にいいところ。
道沿いに綺麗なお花もたくさん咲いていてハッピーな気分になった。
菅平で星みたいな。	2022-10-01
	76	[image: 櫻井神社　【花手水】]	櫻井神社　【花手水】	2021.11

福岡県櫻井神社で行われていた花手水へ。

たまたま、写真を見返していたら見つけたためマイサイトへ投稿。
たしか、これは母に誘われて訪れた記憶がある。
私の母は昔からとりあえずいろんな事に誘ってくる。
そのおかげで、中学時代に5カ国回ったり日本各地いろんな所に行ったりなかなかできないような経験をしている気がする。

経験の差は、小学生時代や中学、高校時代よりも大学生である今露骨に感じる。
価値観や考え方などはその人の経験から来るものが多いと思う。	2022-09-15
	77	[image: はまぼう]	はまぼう	2022/07/12

福岡県糸島市の市の花「はまぼう」
花言葉は「楽しい思い出」

夏になるとよく見ることができる。
分布は西日本一帯だが近年では見ることが難しい花になりつつあるらしい。

糸島市のイメージキャラクター「いとゴン」も手にはまぼうを持っているほど市民にはなじみの深い花。

去年は見ることができず、2年ぶりにみたが変わらず綺麗でな花だった。	2022-09-09
	78	[image: 高崎市　【旅の目的】]	高崎市　【旅の目的】	先日、南魚沼の投稿を上げたがそれと同日。
南魚沼から高崎へ。
高崎で何をしたかと言われると実は何もしていないので特に書くことがない。
が、今回は旅のルート・旅の考え方について書こうと思う。

今回のルートは
上田(長野県)→秋山郷(長野県と新潟県の境)→南魚沼→高崎(群馬県)→上田(長野県)

地図で見ると分かるが、
すごく効率の悪いルート。
でも、私はこのような旅行が大好き。

1つ目的地を見つけて向かう。その目的地でまた更に目的地を見つける。時間が尽きるまでそれを繰り返す。このような未知なこと・不便さがたまらなくいい。

旅の目的は目的地、ではなく
「目的地を主とした道のり全て」というのが私の考え。
木のテッペンが目的地ならば枝の先に咲いている綺麗な花も僕にとっては旅の目的。
そう思いながら旅	2022-07-09
	79	[image: 兼六園]	兼六園	2022/06/16

石川県兼六園へ。

石川県は大学生になってから、5回目。
兼六園は4回目（一度コロナの影響で臨時休業）

私のお気に入りの県の1つ。道路は広いのに空いていて運転がしやすいが理由の1つ。

アメリカから一時帰国した友達と行った。

よく「何で同じところに何度も行くの？」と聞かれることがある。
私が同じ所に行く理由は大きく2つ。

1つ目は、同じ景色ではないから。
何度言っても天気、気温、季節、そのときの心情などで
見え方、見る景色は大きく変わる。
1回目に来たときには気がつかなかったけど、ここいいなと思うこと・新しい発見が多々ある。

2つ目は、見つけてしまうから。
旅行をしていると、
「次はここに行きたい！」と思う場所に必ず出会う。
そのため、一度行ったことのある場所でも
途中で寄ってみた	2022-07-01
	80	[image: 富山]	富山	６月１５日（水）

弾丸富山旅行へレッツゴー！
（実はこの記事は石川県金沢市で書いているのだが　笑）

富山＝チューリップと薬売しかイメージがなかった私は何があるんだろーと思いながら運転をした。

すると駅前に「Amazing　Toyama」と書かれたモニュメントが。
探してみると富山駅前だけではなく富山城にも！

やっぱり、実際来てみないとその県、その土地の良さは分からないなぁと実感。

富山は道も町もとても綺麗。ご飯もおいしいし、住みやすい素敵な町だなとおもった。

さらに、なんと「あじさい」を発見！
今年初のあじさいを富山で見るとは！
また、１つ素敵な思い出が増えた。

あじさいの葉言葉は「移り気」「浮気」「無情」
何でこんなネガティヴな花言葉になったんだろう。
梅雨の時期だから気分が憂鬱になる人	2022-06-16
	81	[image: 菅平高原]	菅平高原	長野県上田市菅平湿原に訪れました！

天候はあいにくの雨。
しかし、水芭蕉の花がきれいに咲いていたことが非常に印象的です。



小学校時代に聞いた「夏の思い出」の歌詞に出てきて以来見てみたかった水芭蕉。

出身地・福岡県は群生地ではないため初めて見ました。


「変わらぬ美しさ」という花言葉通りまっすぐきれいな白いお花。

上田市菅平は自然が豊かで非常に魅力的な場所だと感じました。



別の季節にまた、訪れたいと思います。	2022-05-31
	82	[image: ペンションって…隅々まですごい！]	ペンションって…隅々まですごい！	須坂市の峰の原高原にあるペンションにお邪魔してきました。

ホテルと違って、オーナーさん好みで作られているペンションなので隅々まで想いが届いているなあと強く感じました。

ペンションの中も綺麗になっているのはもちろんのこと、出てすぐのところにも綺麗なお花が沢山咲いていました。

ペンションだからこその雰囲気がすごく素敵でした。	2022-05-16
	83	[image: 戸倉上山田温泉 夏祭り]	戸倉上山田温泉 夏祭り	戸倉上山田温泉夏祭りは、開湯当時から千曲川の洪水の被害にあった当温泉において、水の神様の怒りを鎮め、また、いで湯に感謝する水天宮の祭事が由来です。

昼には、各地区から子供たちの神輿や山車が練り歩きます。
昼から夜に向けては、提灯行列を先頭に、木遣り、勇獅子、暴れ神輿と呼ばれる 4基の神輿（若連神輿）が上山田温泉街を練り込みます。
露店もたくさんあり、非常に盛り上がるお祭りです。

神輿に一度参加したことがありますが、本当に熱量がすごく、また飲食店や旅館の方のふるまいが美味しく、とても楽しかったです。近年はコロナで中止になってしまっているので、また参加できるようになる日が待ち遠しいです。

約40kgもある獅子の頭を巧みに操る勇獅子の「狂い」（眠りに誘われた獅子が暴れ狂う	2022-05-10
	84	[image: みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる]	みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる	上田駅から徒歩3分程度にある、みすゞ飴本舗 飯島商店 上田本店に初めて行ってきました。
本店は大正モダンな雰囲気で、みすず飴やジャムが販売されていました。みすず飴の他にも大正時代のものと思われる道具、花岡塗という上田市特有の漆工芸品が展示されていました。
ショーケースにはみすず飴が展示されており、宝石のような輝きを放っていました。上田市民ですが、みすず飴がこんなに綺麗なものだとは思っていなかったので驚きでした。

本店を出て少し歩いたところに分店がありました。分店は明治時代に養蚕業が栄えていた頃、上田駅から出荷される蚕の繭を一次集積用に建てられた繭蔵だそうです。この建物は貴重な国民的財産として大切にされています。
分店でもみすず飴やジャムを購入できます。

みすず飴本舗専用の駐車場	2022-05-10
	85	[image: 料理倶楽部 六花亭]	料理倶楽部 六花亭	看板メニューの豆腐ステーキが有名！
豆腐とソースの絶妙な旨みが口中に広がります。
コースを頼んだ際にも、とても素敵なお料理がたくさん出てきました！
店内にはオーナーが収集したアンティークが並んでおり、異世界な空間で暖かい雰囲気で、ゆっくりと食事を楽しめます。
映画のロケ地にもなっています。「透子のセカイ」

ランチ 11:30~14:00
ディナー17:00~21:00
水定休	2022-05-10
	86	[image: 上田城付近の桜]	上田城付近の桜	今年の四月にとても綺麗だと聞いて撮ってきた桜です。屋台もあって、人で賑わっていました。	2022-05-10
	87	[image: 善光寺花回廊]	善光寺花回廊	長野市の春の風物詩である善光寺花回廊は、ＧＷ中に長野駅から善光寺に至る中央通り(善光寺表参道)で開催される花のイベントです。中央通りには色とりどりで様々な種類の花が並んでいましたが、個人的には水に花を浮かべた地上絵がとても綺麗で気に入りました。	2022-05-10
	88	[image: 小諸市 花川親水公園]	小諸市 花川親水公園	小諸市の旧北国街道付近に流れる川沿いにある公園。桜の木が多く、春は壮観。
新町という地域の三大桜名所のひとつであり、地域住民のコミュニティ活動の場にもなっている。
花川という名前は、名代(伝)が桜という小諸の民話に由来する。朝日がさせばその影が善光寺まで、夕日がさせば碓氷峠までとどき、その花びらが田んぼにたまって苗代の準備ができないほどの桜の大木が花川付近にあった、そこから名付けられたと伝わっている。	2022-05-10
	89	[image: 飯山・戸狩から温井へ]	飯山・戸狩から温井へ	関田峠の方面に向かう途中、飯山市の戸狩から温井を通過しました。戸狩の山の傾斜面にはスキー場のコースがはっきりと見えます。その手前の傾斜面に広がる棚田の美しさ、わら焼きと思われる煙がたなびく風景に日本の原風景を見る思いがしました。花桃も美しい。一段と寒い地区のせいで今頃になってやっと花桃が満開になっています。	2022-05-05
	90	[image: 『朧月夜』と飯山]	『朧月夜』と飯山	飯山の菜の花公園に『朧月夜』の石碑があります。
髙野辰之作詞、岡野貞一作曲。Wikipediaによると『朧月夜』が音楽の教科書に載ったのは、1914年(大正3年)『尋常小学校第六学年』の検定教科書とのこと。高野辰之がこの辺りの菜の花畑の情景をモチーフにしたのではないかと推察されています。

髙野・岡野コンビによる唱歌はいくつもあります。『春が来た』『春の小川』『紅葉』『故郷』。地域や世代を超えて永遠に受け継がれる音楽遺産を私たちに残してくれました。	2022-05-05
	91	[image: 飯山の菜の花まつり]	飯山の菜の花まつり	前回、菜の花まつりに訪れてから久しくなります。10年以上経つかな？　その時に比べると花畑が一段と広くなりました。一面が黄色の花畑です。この景観は素晴らしい。

今年はコロナ禍のため、会場でのイベントも出店もない形での開催ながら大勢の人々が訪れていました。千曲川を見下ろすスポットからの風景は「絵になる風景」です。誰もが撮って紹介する定番の構図ながら「今さらながら」私もその構図のスナップを載せておきます。

今回、飯山を訪れて感心したことは飯山じゅうに菜の花が植えられ、菜の花の地域を印象づけていたこと。国道の沿道には延々と菜の花が続いています。それ以外の場所にも数多く。これはすごい。飯山の地元住民にとっても地域のアイデンティティ、ほこりになってきているのではないでしょうか。そのことに	2022-05-05
	92	[image: 飯山・瑞穂辺りの眺望]	飯山・瑞穂辺りの眺望	飯山の菜の花公園で開催されている「菜の花まつり」会場に向かう途中、道がよくわからず、周辺のくねった道に迷い込み、思いがけず美しい眺望に出会いました。

風光明媚。また山の斜面に広がる集落景観の美しいこと。雪に覆われる冬の暮らしの厳しさも想像しつつも、日本の原風景とも言えるような地域景観を堪能しました。	2022-05-05
	93	[image: 海應院]	海應院	天文5年に創建された曹洞宗の古い寺。昔は小諸城内五軒町にあり、関ヶ原合戦の際に真田氏を攻めた徳永秀忠の宿舎にもなった。小諸市の花である｢コスモスミレ｣を見ることが出来る。寺までの石畳が距離があり、中に入っていくと外の喧噪が遠くなっていくのを肌で感じることが出来る。	2022-05-05
	94	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	95	[image: キリヌキ細工]	キリヌキ細工	こちらは１１番目のキリヌキ細工
大正４年１１月１７日印刷、３０日発行
巻頭の言葉に、モンガタキリガミ雪・月・花と図解キリヌキ１２か月の中から、高尚なものを選んで再編集したと書かれています。だんだん難易度が上がっていき、家紋のような模様もたくさんあります。電柱にとまったつばめ模様などは、なかなか斬新なデザインです。	2022-02-28
	96	[image: 縫い取りと紐結び]	縫い取りと紐結び	こちらは７番目の縫い取りと紐結び
大正４年８月１８日印刷２２日発行、１０月に再版されています。
表紙が欠落しているのか、上製本の表紙が付けられています。実物は薄い冊子なので、この背表紙がどうついているのか？と思うのですが、実物は２か所を糸で綴じたものだったので、扱いによってはすぐにばらけてしまうかもしれません。この号は、裁縫をする女子向けに作ったと明言されています。水引などに使われるアワジ結びや蝶結びなどと、縫い取りとは刺繍の図案でしょうか？冒頭にも少し縫い方の説明もあります。花粉のように細かい縫い目でという記述にちょっと驚きます。幾何学的な模様やきのこなどのカワイイパターンなどが交互に掲載されています。	2022-02-28
	97	[image: モンガタキリヌキ　雪の巻]	モンガタキリヌキ　雪の巻	こちらはシリーズとしては５番目にあたるものですが、
間のモンガタキリヌキ　月の巻とカミオリモノのデータが
ありません。
大正４年７月７日印刷１０日に発行されていて、１０月に再版されています。
カミヲリモノは、初めて複製してくださったものがありますので、内容はわかります。
雪月花と揃うといいのですが、月の巻はデータも実物も入手できていません。この次のアツガミザイクも同様です。	2022-02-28
	98	[image: チエノイロイタ]	チエノイロイタ	こちらは２つ目のチエノイロイタ
先の花の巻と同時の大正４年２月２５日印刷、２８日発行
となっています。
今でいう、パズルやブロックのような、何パターンかの形の板を使って、形を作っていくものです。
松本でみたフレーベルの教材と似たところがあります。
細かいい説明などは、あまりなく、イロイタでできるいろいろな形が掲載されています。	2022-02-28
	99	[image: モンガタキリヌキ花の巻]	モンガタキリヌキ花の巻	それでは、台湾の図書館に保管されているもののデータを
あげていきたいと思います。

こちらが最初に発刊されたらしい、モンガタキリヌキ花の巻　大正４年２月２５日印刷、２８日発刊となっています。１０月に３版と増刷されています。
色は、実物が入手できたので、表紙はそちらをご覧ください。大正４年の印刷技術はどんなだったのか？活版だと思うのですが、表紙の多色使いは素晴らしいです。中身の色は、紫・水色・朱赤が２色ずつ組み合わされて表現されています。
長年の経験から編み出されたものだが、不具合があれば
、通信料を添えて問合せるよう書かれています。	2022-02-28
	100	[image: キリヌキ十二月]	キリヌキ十二月	こちらは、はとこが台湾の図書館から自炊してくれたデータ。モノクロスキャナーだったので、白黒ですが中身を確認することができます。１０冊分あります。
こちらは、１２か月の歳時記に合わせた切り紙細工が載っているもので、鈴木江南を知ったきっかけである黒岩比佐子さんが紹介されたものと同じ内容です。
秋山真澄という方が、序文を書いていますが、そのあとは切り紙の作り方の説明とともに、子ども向けの歳時記に書かれた文章が、他の冊子よりも多く、その人柄を感じられて一番好きなもので、大正４年４月に発刊されています。既に発刊されていた花の巻などで使われた切り紙も載っていて、切り口を変えたまとめのような感じになったいます。ちなみに花の他に、雪、月とあり、雪月花を切り口にまとめられています。月の巻きのデ	2022-02-24
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